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120 (384)･ 第144巻 第3･4号
表2 シアーズ,ペニー,Kマートの収益,






(10,006) (10,991) (12,306) (13,101) (13,640) (14,950) (17,224)
557 627 675 459 522 694 829




5,825 6,443 7,064 7,678 8,622
(4,654) (5,397) (6,022) (6,681) (7,375) (8,065) (9,040)




3,100 3,837 4,633 5,536 6,798 8,382 9,941
96 114 133 102 196 262 298
(荏) シアーズ,ペニーの一部については会計方法変更のため年継続作成不可能｡純利益に関して
(出所) 各社 AnnualRepol.t,各年版より作成｡



























1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986
24,475 24,528 25,161 27,357 30,020 35,883 38,828 40,715 44,281
(17,946)(17,514)
909 830 610 650 861 1,342 1,455 1,303 1,351
9,951 10,352 10,824 11,369 11,414 12,078 13,451 13,747 14,740
291 270 283 393 43〔〉 467 435 397 478
ll,696 12,731 14,204 16,527 16,772 18,598 21,096 22,420 22,246
344 358 261 220 262 492 J499 471 582
3.7 3.4 2.4 2.4 2.9 3.7
(5.1) (4.7)
2,9 2.6 2.6 3.5 3.8 3.9



















合 計 】 830】 610】 650】 861l 1,342l 1,4551
(出所) Sears,RoebuckandCo.,AnnualReport,各年版より作成｡
































































































































































































































































































132 (396) 第144巻 第3･4号
先にみたように,シアーズ,ペニーが70年代後半期に競争行動転換を模索し












































































様化 ･高級化 ㊤インフレにともなう管理コストの増大 ④高金利政策による
利払いの増加であった｡この点にかんして,対応できなかった企業が買収の対
象とされたのであり,対応できた企業が生き残れたのである.この蓄積基盤の
変化は,企業の蓄積形態18'に重要な変化をもたらした｡この変化に対応した個
々の企業の競争行動を分析した｡
以上より端的にいえることは,第一に業態と経営基盤の違いは企業の競争行
動の決定時期および内容に大きな影響を与えるということ,第二に小売業にお
いては,競争行動の差別化はトップ企業に著しく見出されるという′ことであるO
これらが現代大規模小売企業間の競争における固有の契機である19)0
18) 小売企業の蓄環形腰については,チェーン･システムが基礎であることにかわりほない.橋本
勲 ｢流通過程においても,資本の集積集中という資本主義発展の一飯法則は貫徹せざるをえない｡
その流通過程独自の貫徹形態が,ほかならぬチェJ/･システムである｡｣(｢現代商業学｣ミネ
ルヴァ書房,1971年,204ページ),および佐藤肇 ｢近代小売商業は1920年代になって革新的な経
営管理の方法としてチェーン･ストア経営を確立することによって,ついに低価格-大量販売の
営業活動を持続的に展開するもっとも確実な経営管理の原理と方法を創造したのである｡｣(｢日
本の流通磯樺｣有斐閣,1974年,31ページ)｡小売商業の新たな蓄積形態については, ここで両
者において述べられているチェーン･システムの意義に加えて,今後は擬制資本の運動レベルに
までおよぶ蓄積形態が論じられる必要があろう｡
19) 現代の大規模小売企業と稔資本の関係については,荒川祐吉の理論的考察が示唆的であるo荒
川祐書 ｢小売商業構造論｣千倉書房,第4版1985年,32-57ページ参贋｡
